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論　　文　　の　　要　　旨

　本論文は昆虫綱ラ無翅昆虫類，イシノミ目纈イシノミ科のヒトツモンイシノミの胚子発生過程を

綿密に観察し，全過程を記載することを第一の目的としている。またヨこれらの観察結果に基づき争

本種の発生経過でみられる他の無翅昆虫類及有翅昆虫類の発生との類似点と相異点の発見ラさらに

比較発生学的見地からイシノミ目が昆虫綱に占める系統的位地づけを検討し、結論づけることを第

二の目的としている。

　1．本種の早期発生（卵割，胚盤葉形成、胚原基分化ヨ胚子膜形成）、中期発生（胚帯形成ヨ体節

及付属肢分化ヨ卵黄摺形成，胚運動）、後期発生（背部閉鎖，外垣中画内胚葉性器官形成）を胚子の

発生段階にそい詳細に記載している。特に漿膜雪羊膜の形成、胚子の体節化及顎部1胸部1腹部付

属肢形成ラ神経系ラ消化管の形成についてはヨ徹底した観察がなされているが、卵の成熟ラこれに

続く受精ヨ中胚葉性器官形成の一部の記述を欠いている。

　2．ヒトツモンイシノミの観察結果から、本種の発生過程中ヨ卵割様式ヨ胚子膜形成ヨ胚子の基

本体節数ラ外1中胚葉性器官形成等が本質的に無翅昆虫類のシミ目，有翅昆虫類のものと類似する

ことを確認する一方、内胚葉性器官の中腸上皮が卵黄細胞に起源することを確かめ冒中腸形成がシ

ミ目よりむしろトビムシ目（無翅昆虫類）に近く、有翅昆虫類とは全く相違することを発見してい

る。またヨ本種の胚子の各体節付属肢の相同関係を明かにしラこのイシノミ目が昆虫類の基本的体
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構造を保っていることを指摘している。

　昆虫綱の系統関係に関しては害イシノミラシミ両目が同じ無翅昆虫類に属しながらヨトビムシ里

コムシ両目’とは類縁が遠く雪むしろ下等有翅昆虫類に近いこと雪イシノミ骨シミ両目の関係につい

ては事密接な関係にはあるものの中腸上皮ヨ胚子膜の形成にみられる特性からヨイシノミ目がより

原的であることを結論としている。

審　　査　　の　　要　　旨

　昆虫系統学上ヨイシノミ曾シミ両目が有翅昆虫類の桓型的存在として注目され雪発生学的にもい

くつかの研究がなされているが事イシノミ目については特に断片的で全発生過程に関する詳細な研

究が強く望まれていた。このため本研究ではまず発生中にみられる胚子の外部形態の変化を克明に

観察しヨその後に切片標本による内部形態形成の観察を行ない、ヒトツモンイシノミの発生のほぼ

全貌を記載することに成功し害イシノミ目の胚子発生についての基本的知見を与えている。特に胚

子膜形成、中腸上皮形成に関する進化的論究とヨ胚子体節及付属肢の相同性の検討は他の有翅昆虫

の成虫形態の考察に極めて有効なものである。

　本種の受精過程言器官形成の一部に未観察の部分が残されてはいるが雪永く昆虫発生学上の空白

であったイシノミ目の発生学に雪本研究が基本的知見を与えた貢献は極めて重要である。

　よって、著者は理学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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